
村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２．総務費 １．総務管理費 ３．財政管理費 

事業名称 新地方公会計制度導入経費 ３４３千円 （ 担当： 総務課 財政係 ） 

 

財政状況を診断するための財務諸表を充実するため、企業経営に用いられる複式簿記を取り入れ、「貸借対照表」・「行政コ

スト計算書」・「純資産変動計算書」・「資金収支計算書」を整備し、資産（財産等）や債務（借金等）、コスト等の把握や管理

に努めます。導入経費にあたっては、県下19団体によりコンサル委託、合同講習会によって経費を抑制しています。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・研修に参加する旅費 ８０千円 

・コンサル委託経費 ２６３千円 

・一般財源 ３４３千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 地域振興定住対策事業 ４，０００千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

・若者の定住と産業の振興を図ります。（技術習得支援補助金） 

・厳しい冬の生活を尐しでも快適に暮らすための住宅の改築や除雪機械の導入などに補助金交付を行います。 

（克雪住宅の新・増改築補助金・除雪機購入補助金） 

・地域振興のための地場産品の開発や研究などに対し補助金交付を行います。（地域振興研究等奨励金） 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・補助金 ４，０００千円  ・ 地域振興定住対策特別基金利子 

２８千円（ １％） 

・ 地域振興定住対策特別基金取崩 

３，９７２千円（９９％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 姉妹都市国際交流事業 １，０００千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

姉妹友好提携を結ぶアルベロベッロ市との交流により、お互いの歴史、文化等の理解を深めることで、世界遺産の継承に

つなげます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・愛する会交付金 １，０００千円 ・一般財源 １，０００千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 若者等通勤就職者助成事業 ２，４００千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

過疎化・高齢化を緩和する若者の定住対策のため、若者等通勤就職者助成事業を創設します。 

村民で村外（旧荘川村、旧平・上平村を除く）に就職し、通勤する若者（４０歳未満）からの申請により、１ヶ月あたり

２０千円以内の通勤費用を助成します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・扶助費 ２，４００千円  ・過疎対策事業債 １，５００千円（６３％） 

・一般財源      ９００千円（３７％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 緊急新産業創出研究会経費 ５００千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

安定した雇用の場の確保するため、村の知名度やポテンシャルを活かした新産業の創出に取り組みます。 

新産業創出への検討にあたっては、村内関係者を交えた「緊急新産業創出研究会（美しい村委員会）」を設立し、外部専門

家などの意見を聞きながら新産業の研究に取り組み、併せて村内企業の育成を図ります。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・交付金 ５００千円  ・一般財源 ５００千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 村民カレンダー作製経費 ６７８千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

村民憲章の推進のための目標や実践事項、また村や地域の行事等を広く住民皆様にご認識いただくため、普段から目にし

やすいカレンダーに掲げ、意識付けることを目的として、年度間で750部印刷し各世帯や希望する事業所に無料配布してい

ます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・業務委託料 ６７８千円 ・一般財源 ６７８千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 飛騨地域広域行政協議会事業 ３２５千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

飛騨地域の市村や関係団体による広域協議会を通じて、お互いに協力して行う事業を協議していきます。 

（飛騨地域広域行政協議会、飛騨・世界生活文化センター活用推進協議会） 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・旅費    ８千円 

・負担金 ３１７千円 

・一般財源 ３２５千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 村づくり活動支援事業 ５００千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

村づくり活動支援補助金交付要綱に基づいて、村づくりを行う団体に補助金を交付します。 

 ※ 補助金の額は、補助対象事業にかかる費用の２分の１以内、５０万円を限度とします。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・補助金 ５００千円  ・ 一般財源 ５００千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 景観審議会経費 ６６２千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

集落ごとに持つ豊かな自然環境や、歴史風土に育まれた美しい風景を充実させるため、調和のとれた集落環境の

保全と形成に努めます。具体的には、白川村景観条例（平成２０年条例第６号）に基づき、「白川村景観審議会」を設置して

おり、審議会では、村の景観に影響する行為について届出を受け、「白川村景観計画」に基づいて内容を審議しています。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・景観審議会委員の報酬  ７７千円 

・景観審議会の報償費  １２０千円 

・景観審議会委員の旅費 ４２０千円 

・景観審議会の需用費   ４５千円 

・一般財源 ６６２千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 １項．総務管理費 ８目．企画費 

事業名称 加越能バス運行補助事業 ３，７５０千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

富山県への唯一の公共交通機関であり、通学や通院といった生活交通バス路線を維持してもらうために、加越能バスに対

して補助金を交付しています。（補助金は、生活交通路線維持のために南砺市、砺波市とつくる協議会で取り決めた負担割合

に応じて支払っています。） 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・負担金 １，５５０千円 

・補助金 ２，２００千円 

・一般財源 ３，７５０千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．総務費 ２項．徴税費 ２目．賦課徴収費 

事業名称 村民税賦課徴収経費 ３，５３１千円 （ 担当：総務課 税務係 ） 

 

住民税の賦課徴収や各種証明を円滑・的確に行うため、(財)岐阜県市町村行政情報センターにその電算処理を依頼します。

住民情報システムと連携しているため、村民の異動の状況把握や、他課のデータ（国民健康保険料、介護保険料）の照会等

が可能であり、賦課作業の第一段階である申告時期での入力誤りや確認事務（扶養・障害者・社会保険料）も尐なくなりま

す。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・需用費   ３５４千円 

・委託料 ２，２２９千円 

・役務費    １０千円 

・使用料   ８７８千円 

・負担金    ６０千円 

・一般財源 ３，５３１千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款.総務費    ２項.徴税費    ２目.賦課徴収費 

事業名称 固定資産税賦課徴収経費 ４，０９５千円 （ 担当：総務課 税務係 ） 

 

固定資産税の賦課にあたり毎年変動する、土地・家屋・償却資産の状況を的確に把握するため、航空写真と公図を合成さ

せた固定資産管理システムや、家屋評価計算システム、固定資産税賦課計算の電算処理等によって、納税者に対して適正で

公平な課税を行ないます。 

平成２４年度は、臨時的な経費として、地籍調査の成果に基づき、公図へ修正する経費を計上しています。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・消耗品費           １６０千円 

・ 保守（点検）管理委託料   ４９３千円 

・ 業務委託料       ３，４４２千円 

・一般財源  ４，０９５千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ３款．民生費 １項．社会福祉費 ４目．福祉医療費 

事業名称 県単福祉医療費助成事業 ９，４０８千円 （ 担当： 村民課 村民福祉係 ） 

 

この事業は、岐阜県の子育て支援対策で、病院等で個人的に支払われた医療費について助成する制度です。 

この制度を利用できる対象は、乳幼児（０～小学校就業前）及び身体障害者手帳の３級以上の方、父子・母子家庭の一定所

得以下の方が対象です。（乳幼児の所得制限はありません） 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・医療費の助成費 ９，４０８千円 ・県補助金  ４，２３３千円（４５％） 

・一般財源  ５，１７５千円（５５％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ３款．民生費 １項．社会福祉費 ４目．福祉医療費 

事業名称 児童等医療費助成事業 ２，６４０千円 （ 担当： 村民課 村民福祉係 ） 

 

この事業は、岐阜県の子育て支援対策である「県単福祉医療費助成事業」を充実させるため、更に村の単独経費を投じて、

対象を小学生から中学生までの児童生徒に拡充しています。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・医療費の助成費 ２，６４０千円 ・一般財源 ２，６４０千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ３款．民生費 ３項．災害救助費 １目．災害救助費 

事業名称 災害備蓄品購入事業 １４０千円 （ 担当： 村民課 村民福祉係 ） 

 

村では、災害に備えた災害備蓄品を平成２２年度から計画的に購入し備蓄しています。 

平成２４年度は、アルファー米（２００食）とインスタント味噌汁６００食を購入し備蓄します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・災害備蓄品購入費 １４０千円 ・り災救助基金利子 ６１千円（４４％） 

・一般財源     ７９千円（５６％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ４款．衛生費 ２項．清掃費 １目．清掃総務費 

事業名称 リサイクル保管庫運営経費 ３，４４２千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

リサイクルハウス運営に伴う経費。及び、搬入された廃棄物の処理手数料や委託料。また、シルバー人材センターに分別

作業や第２日曜日のリサイクルハウスの受入を委託し適正処理を行うとともに、村民が利用しやすいリサイクルハウスの運

営に努めます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・リサイクルハウス消耗品費・光熱費  ８０５千円          

・粗大ごみ等処理手数料      １，０１２千円 

・シルバー人材センター業務委料 

廃乾電池、廃蛍光管処理委託料等 １，６２５千円 

・ 廃棄物処理手数料等 １，８０６千円（５２％） 

・ 一般財源      １，６３６千円（４８％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ４款．衛生費 ２項．清掃費 １目．清掃総務費 

事業名称 生ごみ処理機補助経費 ３０千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

可燃ごみの約５０～６０％が生ごみであり、減量化対策として家庭用生ごみ処理機、コンポスト、ぼかし菌の購入に対し

助成をし、可燃ごみの減量化を図り経費削減を行ないます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・補助金 ３０千円 ・一般財源 ３０千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ４款．衛生費 ２項．清掃費 １目．清掃総務費 

事業名称 不法投棄対策事業 １４８千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

廃棄物の適正処理が義務付けられたことや、交通の便が良くなったことにより、村外者等の不法投棄が発生しないよう美

化運動、パトロール等の対策を行ないます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・ごみ袋等購入費         １０千円 

・不法投棄廃棄物処理費     １００千円 

・廃棄物運搬等トラックリース料  ３８千円 

・代行処理費   １千円（ １％） 

・一般財源  １４７千円（９９％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ４款．衛生費 ２項．清掃費 ２目．塵芥処理費 

事業名称 塵芥処理一般経費 １９，３５０千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

可燃ごみ、資源ごみの収集運搬を村で行っているため収集車に伴う経費。及び、高山市への可燃ごみ処理委託料。生ごみ

処理機等の助成、容器包装等の分別の徹底により可燃ごみを減量し委託経費の削減に努めます。 

旧荘白川衛生組合が搬入していた敦賀市民間最終処分場の支障除去事業に係る代執行費の負担金。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

 

・村指定ごみ袋購入費、収集車(２台分)燃料費等 １，７７９千円 

・埋立地水質検査料、収集車車検料、 

ごみ袋取扱手数料等             １，３９４千円 

・可燃ごみ・資源ごみ処理委託料(高山市)   １３，２７５千円 

・埋立地整備ホイルローダ借上げ料等          ４３千円 

・敦賀市民間最終処分場代執行負担金            ２，６７０千円 

・収集車備品購入費                  ５０千円 

・自動車重量税                   １３９千円 

・ 廃棄物処理手数料  ３，２９５千円（１７％） 

・ 一般財源     １６，０５５千円（８３％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ４款．衛生費 ２項．清掃費 ３目．し尿処理費 

事業名称 し尿処理一般経費 ９，０８０千円 （ 担当：総務課 環境計画係 ） 

 

し尿処理事業は収集運搬・清掃業務を民間に委託し、処理については平成１７年２月から高山市に事務委託しています。 

業者との連携を図り、適正な運搬業務に努めます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・し尿処理委託料(高山市) ９，０３０千円 

・し尿汲み取り業務補助金    ５０千円 

・一般財源 ９，０８０千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産業費 １項．農業費 ３目．農業振興費 

事業名称 ぎふクリーン農業整備事業 ２，８０４千円 （ 担当：産業課 農林係 ） 

 

当事業は、有機物などの有効活用と、化学肥料や化学合成農薬の効率的な使用と節減による安全・安心な農産物作りを行

うため、取組みに賛同いただける認定農業者（営農集団）に対し、生産性の向上・低コスト化・付加価値向上等の支援とし

て、農業機械及び施設の導入に必要な費用のうち、最大で５０％（県２５％、村２５％）の助成を行います。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・農業機械購入に対する補助金 ２，８０４千円 ・県補助金 １，４０２千円（５０％） 

（飛騨・美濃じまん農産物育成支援事業費補助金）  

・一般財源 １，４０２千円（５０％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産業費 １項．農業費 ３目．農業振興費 

事業名称 中山間地域等直接支払事業 ７，２４８千円 （ 担当：産業課 農林係 ） 

 

現在、中山間地域では過疎化・高齢化により農業者が減尐し、その結果、耕作放棄地の増加や農林道・農業用水路等の管

理が問題となっています。当事業では、農業者・非農業者を問わず地域住民が一体となって、地域の農用地を管理していた

だくために交付金を交付しており、平成２２年度より第３期対策がスタートしました。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・中山間地域等直接支払事業交付金 ７，２４８千円 ・県交付金 ５，４３５千円（７５％） 

・一般財源 １，８１３千円（２５％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産業費 １項．農業費 ４目．畜産業費 

事業名称 新飛騨食肉センター建設事業負担金 ７，２４８千円 （ 担当：産業課 農林係 ） 

 

高山市に既設する「新飛騨食肉センター」は、飛騨広域の関係市町村が募り平成１４年度に建設されました。 

施設建設費にあたっては、恩恵を受ける市村が、平成３３年度までの複数年度に亘り経費を分担しながら支払っています。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・施設建設費負担金 １，１５８千円 ・一般財源 １，１５８千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産費 ２項．林業費 ２目．林業振興費 

事業名称 有害鳥獣捕獲事業 ２，０７１千円 （ 担当：産業課 農林係 ） 

 

鳥獣による人身の危険防止や、農林水産業の被害防止に努めるため、有害鳥獣の捕獲業務を地元猟友会に委託します。ま

た、地元猟友会に委託することで、有害鳥獣の捕獲隊員を確保し育成に努めます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・有害鳥獣捕獲報償費   １，４６０千円 

・消耗品費           ６２千円 

・有害鳥獣捕獲業務委託料   ３００千円 

・有害鳥獣捕獲隊員助成金   ２４９千円 

・県補助金   ２２０千円（１１％） 

・一般財源 １，８５１千円（８９％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産費 ２項．林業費 ２目．林業振興費 

事業名称 花街道･花いっぱい運動推進事業 ４，２８６千円 （ 担当：産業課 農林係 ） 

 

国道１５６号線沿いの雑草刈りや木の植栽等による景観整備を実施します。 

また、花苗や肥料を公共的団体に配布し、ボランティアで植栽を進める活動を実施します。 

 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・消耗品費（肥料、バーク）   ３６１千円 

・管理委託料（草刈、植栽） ２，６８５千円 

・業務委託料（花苗）    １，２４０千円 

・一般財源 ４，２８６千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産費 ２項．林業費 ２目．林業振興費 

事業名称 間伐事業補助金 ５００千円 （ 担当：産業課 農林係 ） 

 

人工林の間伐を推進し、被害に強い森林整備と優良材の生産を図ります。 

補助金の額は、間伐標準経費に100分の95を乗じた金額から県補助金を控除した額以内としています。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・補助金 ５００千円 ・一般財源 ５００千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産費 ２項．林業費 ２目．林業振興費 

事業名称 公有林整備事業 １８９千円 （ 担当：産業課 農林係 ） 

 

村有林の保育事業を森林整備事業計画に基づいて行います。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費（下刈1.35ha） １８９千円 ・県補助金 １２８千円（６８％） 

・一般財源  ６１千円（３２％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ５款．農林水産業費 ２項．林業費 ６目．地籍調査費 

事業名称 地籍調査事業 １，３６９千円 （ 担当：総務課 管財係 ） 

 

地籍の明確化を目的としています。 

土地の境界を確認・明示し、公共座標に基づく測量を行うことにより、現地との整合性がとれた図面と簿冊を作成します。

課税の適正化、土地取引の円滑化と、調査による効果が期待できます。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・測量等委託料           ９３８千円 

・車両・システム用パソコンリース料 ３８２千円 

・旅費                 ６千円 

・消耗品費               ５千円 

・自動車損害保険料          ３８千円 

・国県負担金 ７２０千円（５３％） 

（事業費申請額９６０千円に対し 国2/4・県1/4) 

・一般財源  ６４９千円（４７％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ６．商工費  １．商工費  ２．商工業振興費 

事業名称 企業誘致政策関連経費 ６，４８０千円 （ 担当： 産業課 商工観光係 ） 

 

近年の公共事業の低迷によって、安定した雇用の場を創出することが必要であるため、世界遺産の知名度を利用して、村

外の企業や団体等に向けて積極的に誘致活動を展開します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・ 旅費       １，０９２千円 

・ 需用費        １０８千円 

・委託料      ４，８００千円 

・使用料及び賃借料   ４８０千円 

・一般財源 ６，４８０千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ６．商工費  １．商工費  ３．観光費 

事業名称 荻町駐車場跡地利用計画策定事業 １，０５０千円 （ 担当： 産業課 商工観光係 ） 

 

世界遺産白川郷合掌造り集落の景観の向上を目的に、荻町地区にある公共的駐車場が平成23年度をもって廃止されたこと

に伴い、今後の跡地活用を検討して計画策定します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・委託経費 １，０５０千円 ・一般財源 １，０５０千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ６．商工費  １．商工費  ３．観光費 

事業名称 白山国立公園指定５０周年記念事業 ４，４４５千円 （ 担当： 産業課 商工観光係 ） 

 

本年度、白山国立公園が指定５０周年を迎えるにあたり、南部地区の活性化策としてウォーキング大会（県道白山公園線

や平瀬集落）を実施し、大会の運営業務を白川郷観光協会に委託をします。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・ 広告料     ９４５千円 

・ 業務委託料 ３，５００千円 

 

 

・一般財源 ４，４４５千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ６．商工費  １．商工費  ３．観光費 

事業名称 大白川野営場管理事業 ２，５９７千円 （ 担当： 産業課 商工観光係 ） 

 

岐阜県の管理下である大白川野営場は、経営難により昨年度休業をしていましたが、南部地区の大切な観光資源であるこ

とから、村の一般財源を投じて再業します。また、大白川を環境教育やレクリエーションの場として積極的に活用する方策

について検討し、レクリエーション客誘致等のＰＲ活動を展開します。 

 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・賃金    １，７４４千円 

・需用費      ８３千円 

・役務費     ６２０千円 

・土地借上料   １５０千円 

大白川野営場清掃協力費 ２，４００千円（９２％） 

一般財源          １９７千円（ ８％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 １．道路橋りょう総務費 

事業名称 道路台帳整備事業 ４，５００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

平成２０年度の台帳整備以降に行われた道路整備を台帳に反映させ更新します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・業務委託料  ４，５００千円 ・一般財源  ４，５００千円（１００％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 村道平瀬幹線舗装補修事業 １００，０００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

旧国道１５６号線の村道平瀬幹線は、平瀬集落内を通る重要な路線でありますが、経年の交通量により路面の凹凸や、ひ

び割れといった老朽化が目立ち、通行に支障をきたしているため舗装補修工事を行います。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費   １００，０００千円 ・社会資本整備総合交付金 ６０，０００千円（６０％） 

・過疎対策事業債     ４０，０００千円（４０％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 除雪車整備事業 １７，０７１千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

平成５年度に購入した除雪ドーザは１７年使用しており、故障が多発していることや馬力の低下など、村道除雪に大きな

支障を来していることから、同機械の更新を行い除雪作業の効率化を図ります。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・備品購入費 １７，０００千円 

・役務費       ７１千円 

・社会資本整備総合交付金 １１，３００千円（６６％） 

・過疎対策事業債      ５，７００千円（３３％） 

・一般財源            ７１千円（ １％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 村道木谷稗田線改良事業 ２９，５００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

国道１５６号から木谷・稗田集落及び白弓スキー場へのアクセスルートである当路線は、幅員が狭小で線形も不良なこと

から、道路拡幅工事を行い快適な通行を確保します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費  ２５，０００千円 

・補償費     ４，５００千円 

・社会資本整備総合交付金 １７，４００千円（５９％） 

・過疎対策事業債     １２，１００千円（４１％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 村道荻町戸ヶ野島線改良事業 ３５，０００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

村道荻町戸ヶ野島線は、国道１５６号から戸島集落への生活路線であるが、法面からの落石の恐れのある箇所が存在する

ため、法面の調査と落石防護工事を施工します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費   ３５，０００千円 ・社会資本整備総合交付金 ２１，０００千円（６０％） 

・過疎対策事業債     １４，０００千円（４０％） 

 



 村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 村道木谷稗田線稗田橋改良事業 ５４，０００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

平瀬集落と稗田集落を結ぶ稗田橋は、昭和４１年に架設した橋で、経年により防護柵の腐食や鋼桁の塗装劣化も進んでい

ることから、橋梁長寿命化のための補修工事を行います。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費   ５４，０００千円 ・社会資本整備総合交付金 ３２，４００千円（６０％） 

・過疎対策事業債     ２１，６００千円（４０％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 村道鳩谷小呂改良事業 ２７，０００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

村道鳩谷小呂線は、国道１５６号から村道鳩谷馬狩線を通じて白山スーパー林道へと結ぶ路線で、観光ピーク時にはせせ

らぎ公園駐車場と寺尾臨時駐車場とをシャトルバスや歩行者が通る路線でありますが、途中法面は豪雨時には崩壊などの危

険があるため、法面調査と法面対策工事を行います。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費 ２７，０００千円 ・社会資本整備総合交付金 １６，２００千円（６０％） 

・過疎対策事業債     １０，８００千円（４０％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 村道御母衣長瀬線改良事業 ９，０００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

 村道御母衣長瀬線は、国道１５６号と長瀬集落を結ぶ重要な生活路線でありますが、融雪期に落石が発生したことから、

法面の調査を行い、落石対策工事を施工します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費 ９，０００千円 ・社会資本整備総合交付金 ５，４００千円（６０％） 

・過疎対策事業債     ３，６００千円（４０％） 

 



村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ７．土木費 ２．道路橋りょう費 ３．道路新設改良費 

事業名称 村道鳩谷馬狩線改良事業 ２０，０００千円 （ 担当： 産業課 土木係 ） 

 

村道鳩谷馬狩線は、白山スーパー林道の無料区間で観光車両が多数利用する他、寺尾防災グラウンドへの路線であります

が、擁壁の一部に土圧による傾きが見られるため、擁壁を改修します。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費   １９，０００千円 

・設計監理委託料  １，０００千円 

・社会資本整備総合交付金 １２，０００千円（６０％） 

・過疎対策事業債      ８，０００千円（４０％） 

 


